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研究成果の概要（和文）：西欧カトリック世界において、王権の正統性についての認知の根底には、古い血統カリスマ
の観念が存在していると思われる。キリスト教改宗後は、そこに神の選びというイデオロギーが上塗りされた。他方で
ローマ文化との接触により、古典古代の物語や旧約聖書の登場人物からの系譜論が血統カリスマの感覚に重ねられるこ
とにもなった。これに対して、中世盛期以降は、古典古代の政治学，法学の影響によって、被治者の合意に基づく支配
、あるいはかつてローマ皇帝が保持したとされる絶対的な主権という観念が王権の正統性に影響を及ぼし始める。

研究成果の概要（英文）： There was the old, pre-Christian idea of charism by sacred blood at the base of 
recognition of royal legitimacy in the medieval Occident. After the conversion to Christianity, the new 
concept of “choice of God” had been coated there.On the other side, the peoples accepted the myths of 
origin fabricated from the Old Testament or the works of the classical period and lay them on the old 
concept of sacred blood.
 From the High Middle Ages, the new ideas began to influence the royal legitimacy. They were brought from 
the studies on politics and jurisdiction of classical period. We can give as example the idea of the 
lawful government based on the consensus of governed, or that of absolute sovereignty of onetime roman 
emperor indispensable for lawful order.

研究分野：西洋史
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１．研究開始当初の背景 
	
 研究代表者は，以前から中世フランス王国
の共属意識に関心があり、いくつかの試論的
な考察を行っていた。またそれをヨーロッパ
意識の形成との関係でどのようにとらえる
べきかについても検討していた。その中で、
文化的宗教的統一体である中世カトリック
世界において，各エトニの核を構成していく
ものは、A・D・スミスの言う「王朝的神話
力」であると考えるようになり、王朝の神話
について各国の比較研究の必要性を強く感
じるようになった。 
他方で代表者は、中世フランスの国王およ

び王族の記念の具体的な表現である王墓、王
族墓にも関心を寄せ、論文「中世フランス国
王の墓所と墓」（江川・中村共編『死の文化
誌	
 心性・習俗』、昭和堂、2002）などを発
表していたが、この問題も上述の王朝の神話
に関連して発展させることが可能であると
考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
	
 中世ヨーロッパの諸王国あるいは諸領邦
国家の構成員にはどのような共属意識があ
ったか、それはどのような要素からどのよう
に形成され，どのように変動するのかという
問題の一環として、王権、王朝が持っていた
「王朝的神話力」に注目し、それらの神話的、
歴史的正統性主張の創造、流布、活用を比較
検討し、それぞれの特性と段階的発展を捉え
ることを目的とした。比較の対象となる王国
および領邦は、フランス、イングランド、カ
スティーリャ、ハンガリー、ブラバント公領
とした。二つの中核的な王国（フランス、イ
ングランド）、東西の辺境（カスティーリャ、
ハンガリー）、独立的な領邦国家群（ネーデ
ルランド）という形で多様性を確保するため
である。 
 
３．研究の方法 
	
 メンバーのうち江川がフランス王国、朝治
がイングランド王国、大内がカスティーリャ
王国、鈴木がハンガリー王国、青谷がネーデ
ルランドを担当した。各メンバーがヨーロッ
パに研究協力者を確保し、意見を求めた。 
	
 比較のための分析項目について討議した
後、1 年目から 3 年目までは年 5~6 回の研
究会を開催した。そこでは各メンバーおよび
ゲストスピーカーの報告を受けて討議を行
った。4 年目は冊子体の報告書作成に集中し
た。 
	
 
４．研究成果	
 
西欧中世における各王国および領邦の君主
権の正統化については、最深部における傾向
性と３つの歴史的な契機を措定することが
できる。	
 
まず最深部にはキリスト教以前に遡る血

統カリスマへの信仰が持続している。イン
ド・ヨーロッパ語圏においては王権は祭司的、

戦士的、生産者的な三つの機能を有している
とされるが、この機能は基本的に血統によっ
て伝えられるとされる。	
 
これに対して、第一の契機としてはカトリ

ック・キリスト教会が付与する、神に選ばれ
た王侯、あるいは王侯家門としての権威があ
る。王の即位儀礼（最も代表的なものとして
は、塗油による聖別）や権票（王冠､王剣な
ど）はそのようなイデオロギーと結びついて
いる。王族やその先祖の中に聖人を擁するこ
ともこの契機に含まれる。	
 
第二の契機としては、ある王国ないし領邦

王統とその民を、聖書あるいは古典古代の歴
史文学の登場人物の末裔と見なして、歴史に
よる権威を付与することである。最も有名な
ものとして、トロイア出自の物語を挙げるこ
とができる。またハンガリー王統のフン族出
自の物語などもこの一種とみられる。	
 
第三の契機としては、中世盛期の政治的、

文化的環境から生まれてくる支配の理念に
よる正統化を挙げることができる。被治者の
合意による支配者、キリスト教的正義の統治
の実現者といった言説、ローマ的な絶対主権
の主張、イスラーム世界との対抗関係におけ
る西欧の代表者、あるいは防衛者としての立
場の主張などを挙げることができる。	
 
各王国の王や領邦君主の支配の正統化と

は、これらの契機が複雑に絡み合ったもので
あり、政治状況に応じて多様に変形する。そ
の詳細については、冊子体による報告書『中
世カトリック圏君主権の神話的・歴史的正統
化』にまとめた。内容は以下の通りである。	
 
	
 江川温は「西欧のリーダーと「皇帝」：中
世フランス王権の夢̶近年の研究の紹介と考
察－」で、13 世紀以降のフランス王権とその
周辺には、フランス王権がドイツの皇帝に代
わって西欧のリーダーとなるべきであると
する思想があり、それが十字軍思想と深く関
連していたことが近年の研究で明らかにさ
れていると指摘している。そしてこうしたリ
ーダー意識はさらに、神話化されたシャルル
マーニュのイメージで支えられていたと推
定している。	
 
	
 朝治啓三は「ノルマンディ公のタイトル̶
ロロからジョンまで̶」で、10 世紀から 12 世
紀までのノルマンディ公のタイトルの変化
を追い、それにノルマンディ貴族による推戴
や選出、王からの領地と位の授与、オマージ
ュの有無の問題を組み合わせる形でこの領
邦君主の権力の正統化の論理の変化を考察
した。ノルマンディ公権は 10 世紀以来、外
敵からの防衛のリーダーとして権力の正統
性を確保しており、王権からの授権の論理が
登場するのはアンリ・プランタジュネの臣従
以降であると結論する。	
 
	
 大内一は「13-15 世紀カスティーリャ王国
における王権の正統化とプロパガンダ」で、
1980 年代以降のカスティーリャ王権の正統
化に関する研究を網羅的に紹介している。カ
スティーリャにおいては 14 世紀後半のトラ



スタマラ内戦とエンリケ 2世の登位によって
正統性の危機が生じた。このため 15 世紀に
は王権の神聖性が強く喧伝された。しかし
「公共善」のために働く君主の理想は、王権
の正統化に機能するとともに王権を抑制し
ているという。	
 
	
 鈴木広和は「ハンガリー国王マチャーシュ
1 世の正統性と適格性」で、古い王朝と血縁
がなく、貴族たちの選出によって王となった
マチャーシュが伝統的な正統化アイテム（聖
王冠、天使による戴冠のモチーフ、聖ラース
ロー崇敬、キリスト教世界防衛者としての適
格性）をいかに獲得していくかを論じている。
そこでは異教徒と戦う聖なる君主としての
聖ラースローの後継者としての位置づけが
きわめて大きな意味を持っていたように思
われる。	
 
	
 青谷秀紀は「ヘクトルの仇を討つもの̶中
世後期ネーデルランドの“トルコ人”：トロ
イア出自説をめぐる予備的考察̶」で、フラ
ンク人のトロイア出自説話における「フラン
ク人̶トルコ人同祖説」が 15 世紀末になって
も『ブラバント年代記』において維持されて
いた理由を問う。青谷は 15 世紀にもオスマ
ン・トルコ人をトロイア人の末裔の一つと見
なす見方があったことを示し、現実のトルコ
人たちの傲慢な「騙り」を真に高貴なトロイ
アの末裔たるヨーロッパの王侯の十字軍精
神と対比する戦略がそこに込められている
と推定している。	
 
	
 なお、上山益己がわれわれの研究会でゲス
トスピーカーとして報告し、討議に基づいて
改訂した内容を合衆国の学会で報告してい
るので、これについても言及しておく。上山
は中世前期の北欧やイングランドで形成さ
れた「聖なる王」のモチーフが、11，12 世紀
のフランスの諸侯家門についての歴史叙述
に「聖なる侯」のモチーフとして取り入れら
れたとしている。きわめて興味深い見方であ
る。	
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